
学校関係者記入欄

評価 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大田区立雪谷小学校長　八木　貴広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年度　学校評価に係る学校関係者による評価について

関係各位

コロナ渦で開催を見送っていた異年齢集団活動についての見直
しを行い、今年度は５回の活動を実施することができた。今後も
実施時期や回数、重点指導項目を検討し、コミュニケーション能
力の育成や相互理解の基盤を養っていく。

学
校
独
自

異年齢集団活動や通常
級と特別支援級などさ
まざまな交流活動の充
実に取り組み、コミュニ
ケーションと相互理解の
基盤を養っていきます。

異年齢集団活動や通常級と特別支援級の
交流活動を年間を通して計画的に行い、交
流活動の充実を図る。

3.3

Ｃ

１：
７０％
未満 Ｄ

3

・今年度も、夏・冬のわくわくスクールや雪小お話会トムテによる
読み聞かせ等、充実した内容で実施できた。

・学校公開や運動会、音楽会の行事では、今年度も参観者の交
通整理やライブ配信等で、PTAや地域の協力を仰ぎながら、円滑
に実施することができた。

・児童の通学時間の旗振りボランティアも継続して行っていただき
充実している。今後も、学校、家庭や地域との連携を強化し、心
も体も健やかな児童を育てていく。

・スクールサポート雪小の方々に、家庭科の実習や校外学習で
のボランティアを依頼することができた。支援体制が整ったこと
で、充実した学習活動にすることができた。

Ａ
地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

3.2 ３：
８０％
以上 B

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

3.3
「学校は
地域の力
を教育活
動に生か

してい
る。」と回
答した保
護者の割

合

４：
９０％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

3.2
２：
７０％
以上

Ｃ
校内委員会等を月に１回実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。 3.4

１：
７０％
未満 Ｄ

4

・校内研究では、年７本の授業研究を行い、国語科を中心に主体
的・対話的で深い学びの視点に立った校内研究を推進すること
ができた。また、講師からの指導・助言、最新の教育理論等の話
は、提案の成果や課題、授業改善を考える上で有効であった。

・若手教員だけでなく、産育休代替教員も含めて全教員を対象に
したＯＪＴ研修を実施し、教員の指導力向上を図っている。

・大田区研究推進校教育発表会を中心に、各種研究会へ参加
し、指導力向上を目指して教員個々が研鑽を積んでいる。今後も
継続することで日々の授業改善に生かしていく。

・校内委員会を通し、サポートルーム教員やSCとの連携を図りな
がら、支援が必要な児童についての情報が共有できた。校内に
おける特別支援教育も継続して充実させていく。

Ａ
４：
９０％
以上

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

3.3 ３：
８０％
以上 Ｂ

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。 3.4

「学校は
児童が安
全・安心
に学校生
活を送る
ための環
境をつくっ
ている。」
と回答し
た保護者
の割合

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。 3.1

２：
７０％
以上

Ｃ
１：
６０％
未満 Ｄ

3

・早寝・早起き・朝ごはん週間を実施することで家庭での望ましい
週間の意識向上につながった。今年度からフォームでの回答方
式になり提出状況や結果が見えにくかった。学級担任が取り組
み状況を把握できるよう工夫していく。

・各学年、年３回の運動朝会の実施、休み時間の校庭・体育館遊
びの実施の仕方の見直し、運動委員会による「外で遊ぼう」の実
施等の取り組みをしたことで、昨年度に比べ、児童の運動をする
機会が増えた。

・定期的に体育実技研修を開催し、教員の指導力向上を図ること
で、児童の体力向上や運動習慣の確立につなげている。

Ａ
４：
８０％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

3.2

３：
７０％
以上 B
２：
６０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

3.3
児童の自
己評価に
おいて、

「すすんで
運動して
いる。」と
回答した
児童の割

合

3.2

Ｃ
問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を月に１回実施
する。

3.6
１：
６０％
未満

Ｄ

・年に2回（６月・１１月）のふれあい月間において、全学年で学校
生活アンケートを、3年生以上でQ-Uアンケートを実施した。アン
ケート結果から気になる児童については、個別に聴き取りを行
い、情報の共有と共に、組織的な対応を実施した。

・個人面談や学期末には、３年生以上の保護者にQ-Uアンケート
結果を返却して理解を図り、有効的な活用を心がけた。

・生活指導部を中心に、「みんなが安心して過ごせる学校にしよう
プロジェクト」を立ち上げた。１１月のふれあい月間では「ふわふ
わ言葉でいっぱいにしよう」や「一日一善ありがとう」の取り組み
を行い、良い人間関係を築き、児童の自己肯定感を高めることが
できた。

・週に１回の生活指導夕会で情報を共有することができた。学年
学級を超えて、全教職員における児童理解が深まっている。

・いじめの早期発見に努め、いじめ不登校対策委員会やいじめ
ケース会議を発足し、組織的に迅速に対応した。また、ほのぼほ
ルームを設置し、不登校問題に関わる児童の登校の機会を作る
ことができた。

Ａ

4

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

3.3
３：
７０％
以上 Ｂ

４：
８０％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3.3

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

3.5

3.4

１：
７０％
未満 Ｄ

4

・大田区学習効果測定の結果に基づき作成された児童一人一人
の個票を学習カルテとして、児童ができていること、苦手としてい
ること等10分程度時間を設定し、４年生以上で学習カウンセリン
グを行った。カウンセリングを行うことで、児童の学習意欲の向上
と学習の基礎・基本の定着につなげていくようにした。

・一人１台端末を活用したステップ学習チェックシートを各学期末
に全児童の保護者に到達度を知らせている。そして、配信した
チェックシートを用いて各家庭で学習状況を把握できるようにして
る。

・習熟の差が開く算数については、算数補習や算数少人数学
習、習熟度別学習を行い、基礎基本の定着を図るようにした。

・昨年度同様、高い数値結果になっている。今後も大田区学習効
果測定の結果や日常の授業実践の成果や課題に基づいて作成
した授業改善推進プランを活用しながら授業改善の取り組みの
充実を図り、児童一人一人の学ぶ意欲を高め、確かな学力を定
着させていく。

Ａ

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童の自
己評価に
おいて、
「自分に
は良いと
ころがあ
る。」と答
えた児童
の割合

４：
９０％
以上

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

3.1

２：
６０％
以上

3.3

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

3.2

３：
８０％
以上 Ｂ

２：
７０％
以上 Ｃ

児童の自
己評価に
おいて、
「学校で
の勉強が
よく分か
る。」と答
えた児童
の割合

3.2

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3.1
１：
６０％
未満

Ｄ

3.3

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
理数授業等を実施する。教科「おおたの未
来づくり」の新設に向けて、情報の収集・共
有を図りながら準備を進める。

2.9
３：
７０％
以上

Ｂ学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 3.4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

2

Ｃ

取組指標

・３年生以上でイングリッシカフェを実施した。今後も継続し、授業
以外でも英語でのコミュニケーションを図る機会を設けるようにし
ていく。また、低学年を中心に、専科教員やALTと連携し、授業内
容の工夫や改善に務めている。

・教科「おおたの未来づくり」の新設に向けて、各学年で実施を見
据えた単元例や概要をで作成している。

・一人１台端末活用した授業を日常的に実践している。どの教科
の学習でも、一人１台端末を活用し、自分の考えや感想を表現し
たり、友達同士で交流したりする場を設定した。今後も継続し、学
力の定着や学ぶ意欲の伸長につなげていく。

・人権教育については、各教科等の中で特に人権に関わる様々
な課題を取り上げたり、いじめに関する授業を年３回実施したり
し、自他の人権を大切にしようとする力を育てている。また、生命
尊重週間には、代表委員による人権集会を実施し、児童が主体
的に身近な人権問題を解決しようとする力を育む機会を設定して
いる。

・年度当初に「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動につい
て周知し、計画的に実践する。

目標に対する成果指標 成果
評価

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3.4
児童の自
己評価に
おいて、
「進んで

自分の意
見を伝え
たり、友達
の意見を
聞いたり
できる。」
と答えた
児童の割

合

４：
８０％
以上

取組
評価

２：
６０％
以上

※評価は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点で 評価する。

これまでの取組
今後の改善策

Ａ

令和6年1月23日

　大田区における学校評価は、教職員が行う自己評価と保護者、地域住民等により構成された学校関係者評価の実施によって進めています。
自己評価は、おおた教育ビジョンに基づき、取組指標や成果指標を設定し、その評価を実施します。また、学校関係者評価は、地域教育連絡協議会（コミュニティ・スクール導入校は学校運営協議会）
が行い、学校の教育活動の観察・意見交換及び、自己評価の結果の妥当性を評価いただくことで、学校と地域の連携・協力を図ります。これらの学校評価の結果を次年度の学校経営改善に生かし、
マネジメントサイクル（ＰＤＣＡ）を確立します。
　つきましては、下記の通り、学校関係者による評価について御協力賜りますようよろしくお願いいたします。

大項目 目標 取組内容


